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≪編集後記≫
のっけから私事で恐縮だが、私は 1985 年から

10 年間、北海道札幌市でかけ出しの研究員をやっ
ていた。その研究所の室長 2 人（造林系と経営系）
が中心になって、部横断的に若手に声をかけて、
全道の国有林、道有林の広葉樹施業試験地をめぐ
るツアーをやってくれたことがある。ツアーでは、
それぞれの試験地で担当者から説明を受け、林内
に分け入っていろいろ検討したのだか、滔々と議
論する先輩方を羨望の眼差しで見ていたことを思
い出す。しかし、その頃でも、道内の広葉樹資源
はあらかた伐り尽くされていて、もうまともな広
葉樹は試験地にしか残っていないなぁとみな慨嘆
していた。

実は、ほぼ同時期に当時同じ研究室におられた
故柳幸さんと苫小牧圏の広葉樹製材工場の聞き取
り調査を行っていて、その成果を林学会道支部で

報告しているのだが、そこでも道産広葉樹の供給
減少から多樹種化、外材化が報告されており、そ
の経営は相当厳しいものだった。

それから 30 数年が経ち、こういうポジティブ
なシンポジウム（本号掲載）を広葉樹について聞
くことができるとは、当時の私にはまったく想像
ができなかった。国内外の広葉樹資源をめぐる状
況はさらに格段に悪化しているのだが、討論の最
後に報告者の一人嶋瀬さんがおっしゃっていたよ
うに、「出すほうも、使うほうも、強い危機感を
持ちながら、自分たちでできることを一つ一つき
ちんとやってきた結果」として、国産広葉樹材の
活用の可能性が大きく進展したことは、単に林業・
林産業の話としてだけでなく、日本の産業のあり
方に明るい方向性を感じさせるものだったと思
う。� （土屋）

研究所業務日誌（2025 年 2 月）
2 月 3 日　�森林整備保全事業推進調査第 2 回検

討委員会（於日本森林技術協会）
2 月 10 日　第 6 回編集委員会
2 月 21 日　『林業経済』2 月号校了
2 月 27 日　�森林所有者による「森林サービス産

業」推進事業　合同シンポジウム
（於汐留ビジネスフォーラム）

2 月 28 日　�森林所有者による「森林サービス産
業」推進事業　座談会（於汐留ビジ
ネスフォーラム）
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